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アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・固液スラリーの利用に興味がある企業や団体
など
・分離技術を相談したい企業や団体など

ガスハイドレートスラリーの様々な利用技術
だけでなく，固液スラリーの流動性，固体形成
や相分離に関して興味を持っています。
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混相スラリーの流動性の観察と制御
～ 気液固の攪拌，流動，粘性 ～
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環境・エネルギー

気液，固液，気液固などの混相流は，製薬，食
品工場，蓄熱など工学的分野で利用されますが，
特に固体が含まれる固液スラリーでは，循環配管
への固着や凝集，粘性上昇や閉塞などが課題とな
ります。

当研究室では，温室効果ガス分離技術や排出削
減技術の一環として，無機系スラリーやバイオマ
ス系スラリーの流動性や粘性について研究を行っ
ています。

無機系としてはガスハイドレートスラリーの流
動性解析を行い，その流動様式や粘性評価からど
のように流すべきかを調べています。例えば，固
体が流体内に均一に分散しているときと，不均一
のときには，見かけ上の粘性が変わってきます。
流動性改善装置として，スタティックミキサー
（静止撹拌器）を利用した流動方法を化学工学的
に調査しています。これらの結果は，様々なガス
ハイドレート利用技術（CO2隔離，ガス貯蔵，淡
水化，蓄熱媒体など）の発展にも寄与できると期
待されます。

またこれらの研究経験を生かして，ガスハイド
レートスラリーだけでなく，様々な固液スラリー
の流動性についても同じように流動性や粘性改善
提案のための検討をしようとしています。
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